
予算要求資料
平成２７年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：防災費　目：防災総務費　　　
	事業名　岐阜県防災フェア開催事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　危機管理部　防災課　救助・防災係　電話番号：058-272-1111（内2747）

　　　            E-mail：c11115@pref.gifu.lg.jp 

１　事業費　　        １５，３７８千円（前年度予算額：１５，０００千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	15,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	15,000

	要求額
	15,378
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	15,378

	決定額
	10,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	10,000


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
近年、全国各地で集中豪雨、台風、土砂災害、大雪等による甚大な被害が発生しており、本年、広島県の土砂災害をはじめ、予期しない局地的豪雨が頻発し、当県でも高山市を中心に甚大な被害を受けた。また、９月には御嶽山の噴火により、戦後の火山災害としては最も大きな被害となった。

また、今後３０年以内の発生確率が７０％程度とされる南海トラフ巨大地震も懸念されているため、家具の転倒防止、備蓄など、家庭での災害への備えが一層重要となっている。さらに、台風などで避難勧告等が発令された場合、県民に求められるのは、迅速に避難するなどの避難行動、いわゆる命を守る行動が必要である。

従来から「災害から命を守る岐阜県民運動」として、地震体験車リレーキャラバンの実施、防災啓発広告の掲載など、県民の防災意識の向上に取り組んでいるが、H26県政世論調査によると、災害や緊急時の備えができている人の割合は55.9％と、ほぼ横ばいに推移している。こうしたことから、今後の南海トラフ巨大地震、集中豪雨などの災害に備え、命を守る防災意識の向上、家庭での防災対策を進めるため、一層防災啓発に取り組む必要がある。
（２）事業内容

平成２７年度は「命を守る地域防災」をテーマに、県内５圏域において、ぼうさい・キャラバンを開催し、家庭での防災対策、自助意識を深めるとともに、地震の揺れ、消火器操作など、災害時にとるべき行動を体験させ、とっさの行動につなげる。また、住民が迅速・的確な避難行動を推進するため、土砂災害、台風、気象情報など、防災に必要な知識を学べる、豪雨災害・地域防災セミナーを開催し地域防災力の向上を図る。

　　

○ぼうさい・キャラバン

　　　県内５圏域の商業施設において、清流の国ぎふマスコットキャラクターミナモを活用した、見て聞いて触れる体験型の防災啓発イベントを実施

　　○豪雨災害・地域防災セミナー

　　　豪雨、土砂などの災害に対して、県民が迅速・的確な避難行動を推進するため、土砂災害、台風、気象情報などの防災知識を学ぶことができるセミナーを開催

（３）県負担・補助率の考え方

      県主催のため県で負担
（４）類似事業の有無
　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	旅費
	492
	業務旅費

	需用費
	1,637
	防災啓発グッズ等の消耗品費

	委託料
	13,215
	岐阜県防災フェア業務委託、セミナー業務委託

	その他
	34
	地震体験車有料道路使用料

	合計
	15,378
	


	　決定額の考え方　

　より地域の防災力の向上に資するとされる「清流の国ぎふ　防災・減災センター」が設置されることを踏まえ、一部事業費を縮減して実施することとします。



事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）
	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
県民一人ひとりの「災害から命を守る」自助意識の高揚を図るため、防災フェアにおいて年間３万人以上の防災啓発を行い、「災害から命を守る岐阜県民運動」として平成３０年までに、延べ２００万人の県民に広報・啓発を行う。


（目標の達成度を示す指標と実績）
	指標名
	事業開始前
	指標の

推移
	現在値
	目　標
	達成率

	防災フェア参加者数


	　－
	　－
	11,500名
（H26）
	30,000名
(H27)
	38.3％



（前年度の取組）
	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
岐阜県防災フェア

（１）日程等

8月31日（日）ふれあいパーク・緑の丘（可児市）

※総合防災訓練同時開催

9月6日（土）～7日（日）アピタ中津川店（中津川市）

9月13日（土）～14日（日）アピタ美濃加茂店（美濃加茂市）

9月27日（土）～28日（日）アクアウォーク大垣（大垣市）

10月4日（土）～5日（日）カラフルタウン岐阜（岐阜市）

10月11日（土）～12日（日）アピタ飛騨高山店（高山市）

10月28日（火）岐阜駅、大垣駅※県地震防災の日啓発イベント

11月中※未定

（２）概要

　　・チーム清流ミナモによる防災ステージショー

　　・防災紙芝居、クイズ大会

　　・地震体験車で南海トラフ巨大地震を体験

　　・災害特殊車両の展示

　　・なりきり衣装で撮影コーナー

　　・防災ワークショップ等




（前年度の成果）

	・平成26年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
イベントにおいて、防災紙芝居、クイズ大会、非常食クッキングなど、子どもからお年寄りまで参加し、災害時における心構え、家庭での備えについて啓発することができた。

	

	２　事業の評価と課題


（事業の評価）
	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)
○

	防災フェアは県民が実際に目で見て感じることができる、参加型の防災啓発イベントであり、県民へ直接啓発する手段として有効であり、必要性が高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）
○

	開催場所によって参加者数が変動するが、防災ステージ、体験コーナーとも、普段体験できないイベント内容となっており、多くの方が防災に興味をもって参加いただいている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)
○

	県内５圏域を巡回して開催することで、地域に偏りがなく、県全域で防災啓発をすることができる。また、多くの県民が集まる商業施設等を利用することで、集客力が増し、効果的な防災啓発をすることができる。


（今後の課題）
	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
地震、大雨、大雪、火山などの災害に対して、県民の迅速な避難行動、家庭での防災対策について、さらに浸透させる必要があるため、防災の専門家によるセミナー、県民参加型のプログラム内容を検討する。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
平成27年度も、引き続き防災フェアとして県内５圏域の商業施設において、防災啓発イベントを開催するとともに、近年頻発する豪雨災害や地域防災についてのセミナーを開催し、県民の防災知識の向上を図る。


